
難
民
と
地
域
住
民
と
の

軋あ
つ

轢れ
き

が
発
生

 

〝
難
民
に
寛
容
な
国
〞
と
い
わ
れ
て
い

る
ウ
ガ
ン
ダ
で
は
、
難
民
に
国
内
移
動

の
自
由
や
就
業
の
権
利
を
認
め
て
い
る
。

そ
の
背
景
に
は
、
国
内
の
紛
争
で
難
民

に
な
っ
た
多
く
の
ウ
ガ
ン
ダ
人
を
近
隣

国
が
受
け
入
れ
た
歴
史
が
あ
る
。
ま
た

ウ
ガ
ン
ダ
北
部
と
近
隣
国
に
は
民
族
的

な
親
和
性
が
あ
る
た
め
、
助
け
合
う
意

識
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
。

　
し
か
し
、
紛
争
と
い
う
脅
威
が
及
ぼ

す
影
響
は
大
き
い
。
国
内
北
西
部
の
西

ナ
イ
ル
地
域
に
は
、
以
前
か
ら
ウ
ガ
ン

ダ
近
隣
国
の
コ
ン
ゴ
民
主
共
和
国
や
南

ス
ー
ダ
ン
か
ら
の
難
民
が
流
入
し
て
い

た
が
、
2
0
1
6
年
に
は
そ
の
数
が

70
万
人
を
超
え
た
。
急
激
な
流
入
に
よ

り
難
民
居
住
地
で
の
生
活
環
境
の
整
備

が
追
い
つ
か
ず
、
難
民
は
ウ
ガ
ン
ダ
人

が
暮
ら
す
地
域
の
学
校
や
保
健
施
設
、

給
水
施
設
な
ど
の
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、

今
度
は
ウ
ガ
ン
ダ
人
が
十
分
な
公
共

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
な
い
と
い
う
事

態
に
。
一
部
の
ウ
ガ
ン
ダ
人
と
難
民
と

の
間
に
軋
轢
が
生
じ
る
だ
け
で
な
く
、

「
難
民
ば
か
り
が
支
援
を
受
け
て
い
る
」

と
ウ
ガ
ン
ダ
人
が
地
域
行
政
に
も
不
満

を
募
ら
せ
た
。
脅
威
に
晒さ

ら

さ
れ
て
い
る

難
民
自
身
が
、
現
地
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や

地
方
政
府
に
と
っ
て
の
脅
威
と
と
ら
え

ら
れ
る
と
い
う
、
負
の
連
鎖
が
起
き
か

ね
な
い
状
態
だ
っ
た
。

　
J
I
C
A
国
際
協
力
専
門
員
の
小こ

向む
か
い 絵

理
さ
ん
は
、
09
年
に
開
始
し
た
ウ

ガ
ン
ダ
北
部
に
お
け
る
2
0
0
万
人

の
国
内
避
難
民＊

1

の
帰
還
支
援
の
経
験
か

ら
、
負
の
連
鎖
を
招
か
な
い
よ
う
に
す

る
に
は
、
難
民
を
対
象
と
す
る
人
道
支

援
と
連
動
し
た
受
け
入
れ
地
域
に
対
す

る
協
力
を
行
う
必
要
が
あ
る
と
話
す
。

「
難
民
の
滞
在
が
長
期
化
す
る
状
況
に

お
い
て
は
、
難
民
が
自
立
し
て
生
活
で

き
る
よ
う
な
協
力
に
加
え
て
、
難
民
を

受
け
入
れ
る
側
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
も

同
様
の
協
力
を
行
っ
た
り
、
地
方
政
府

の
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
能
力
を
高
め

た
り
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

難
民
が
ウ
ガ
ン
ダ
か
ら
追
い
出
さ
れ
る

状
況
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
地
方
政
府

と
一
緒
に
な
っ
て
中
央
政
府
を
巻
き
込

む
こ
と
が
重
要
で
す
」。

受
け
入
れ
地
域
で
の

包
括
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ

　
難
民
を
受
け
入
れ
る
地
域
社
会
全
体

の
対
処
能
力
を
高
め
る
た
め
に
は
、
地

域
社
会
が
直
面
し
て
い
る
問
題
を
把
握

す
る
こ
と
が
必
要
だ
。
ウ
ガ
ン
ダ
で
は

当
初
、
難
民
受
け
入
れ
地
と
ウ
ガ
ン
ダ

の
行
政
区
が
併
記
さ
れ
て
い
る
地
図
さ

え
な
く
、
こ
の
地
域
の
社
会
イ
ン
フ
ラ

な
ど
の
現
状
も
わ
か
ら
な
か
っ
た
。
そ

こ
で
、
J
I
C
A
は
ま
ず
人
口
な
ど

基
礎
的
な
情
報
を
収
集
し
た
後
、
教
育
、

保
健
、
水
、
道
路
や
橋
な
ど
の
状
態
を

確
認
す
る
調
査
も
実
施
し
て
統
合
デ
ー

タ
を
作
成
。
こ
の
統
合
デ
ー
タ
に
基
づ

＊1 20年以上紛争状態に置かれていたウガンダ北部では、社会インフラへの投資が停止して
開発が遅れたため、約200万人がウガンダ国内で避難生活を送ることになった。＊2 西ナイル地域の持続的森林・自然資源管理に係る情報収集・確認調査。

地域住民と難民が取り組む農業
に牛耕を導入し、生産性と収入を
高める。

右 ： 必要な情報を手書きで記入した地図。
左 ： 人口、保健所などの情報を集約した地図。

ウガンダが
抱える課題

課題解決の
ための活動

い
て
、
中
央
政
府
や
他
の
国
際
協
力
機

関
も
客
観
的
な
観
点
か
ら
事
業
の
優
先

順
位
を
つ
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

地
方
行
政
官
に
対
し
て
も
、
各
村
の
人

口
や
井
戸
の
数
な
ど
の
デ
ー
タ
に
基
づ

い
て
事
業
の
優
先
度
を
測
る
研
修
を

行
っ
て
い
る
。
事
業
の
優
先
度
や
そ
の

理
由
が
明
確
化
さ
れ
る
こ
と
は
、
国
や

地
方
政
府
が
住
民
か
ら
の
信
頼
を
回
復

す
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
。
ま
た
、

J
I
C
A
と
地
方
政
府
に
よ
る
米
作

り
の
研
修
に
も
、
難
民
が
地
域
住
民
と

と
も
に
参
加
し
、
自
ら
の
手
で
生
活
の

改
善
に
取
り
組
ん
だ
。

　
一
方
、
難
民
受
け
入
れ
に
よ
っ
て
地

域
の
自
然
資
源
消
費
が
急
増
す
る
と
い

う
問
題
も
あ
る
。
た
と
え
ば
、
難
民
が

調
理
時
の
燃
料
や
灯
と
し
て
使
う
薪
や

炭
は
、
市
場
で
買
う
こ
と

も
あ
る
が
近
く
の
森
林
か

ら
伐
採
す
る
こ
と
も
あ
っ

た
。
そ
こ
で
、
前
述
の
さ

ま
ざ
ま
な
イ
ン
フ
ラ
や
社

会
経
済
デ
ー
タ
を
生
か
し

たくさんの生徒を
教えるのは大変！

開発計画策定のための
方法を学びました！

道路が未
舗装で

交通が不
便！

つ
つ
、
人
工
衛
星
に
よ
る
森
林
や
土
地

利
用
の
デ
ー
タ
、
解
析
ソ
フ
ト
な
ど
の

I
C
T
（
情
報
通
信
技
術
）
を
活
用
し

た
調
査＊

2

を
昨
年
か
ら
開
始
し
た
。
地
域

の
代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
や
燃
料
の

効
率
化
、
そ
れ
ら
を
手
に
で
き
る
生
計

の
向
上
ま
で
を
視
野
に
入
れ
、
地
域
全

体
で
難
民
も
考
慮
に
入
れ
た
自
然
資
源

管
理
と
人
々
の
生
活
を
両
立
さ
せ
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
る
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
脅
威
に
対
応
す
る
に
は
、

国
レ
ベ
ル
の
取
り
組
み
や
他
の
機
関
と

の
連
携
が
必
須
だ
。
ウ
ガ
ン
ダ
北
部
で

の
教
訓
を
ふ
ま
え
、
地
方
政
府
の
開
発

計
画
策
定
の
際
に
は
難
民
に
つ
い
て
も

配
慮
す
る
こ
と
や
、
開
発
計
画
を
科
学

的
根
拠
に
基
づ
い
て
策
定
す
る
ア
プ

ロ
ー
チ
が
、
国
の
定
め
る
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
に
反
映
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ま

た
人
道
支
援
機
関
と
の
連
携
に
加
え
、

国
際
機
関
の
資
金
に
よ
っ
て
J
I
C
A

の
協
力
を
ほ
か
の
地
域
に
展
開
し
て

い
く
な
ど
事
業
の
拡
大
も
推
進
さ
れ

て
い
る
。

　
帰
還
で
き
る
よ
う
な
体
制
が
難
民
の

母
国
で
整
わ
な
い
な
か
で
難
民
を
追
い

返
し
た
り
、
別
の
地
域
に
移
動
さ
せ
た

り
す
る
こ
と
は
、
ウ
ガ
ン
ダ
と
そ
の
周

辺
地
域
全
体
を
不
安
定
に
す
る
。
難
民

を
受
け
入
れ
る
側
の
住
民
、
地
域
、
そ

し
て
行
政
の
能
力
強
化
に
よ
っ
て
、
難

民
も
地
域
活
性
化
の
力
と
な
っ
て
、
地

域
住
民
と
共
存
で
き
る
環
境
を
整
え
る

こ
と

│
「
人
間
の
安
全
保
障
」
の

視
点
の
重
要
さ
が
こ
こ
に
あ
る
。

Republic of Uganda

ウガンダ
国名  ：ウガンダ共和国
通貨 ： ウガンダ・シリング
人口 ：4,272万人

（2018年、世界銀行）
公用語 ：英語、スワヒリ語、

ルガンダ語

首都：カンパラ

他国では例をみないほど、難民に寛容な受け入れ政策をとっているウガンダ。
しかし、ウガンダ全土で約140万人の難民が長期に滞在して
地元の資源が逼

ひっ

迫
ぱく

することが、コミュニティの脅威となっている。
JICAはウガンダ政府とともに、難民と受け入れコミュニティ双方が自らの力で

安心して共生できる社会を実現し、脅威の連鎖を防ぐ。

難民との共存を
地域の力に
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新時代の人間の安全保障
すべての人に安全と尊厳を
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